
＜食育グループ＞



食育グループの研究内容

１ 食に関する指導の全体計画の確認

（学習指導要領での位置づけ等）

２ 摂食機能評価表の目標と内容について

（小・中・高での実態の確認）

３ 各学部の各教科等における食に関する指導の実践研究

（１）小学部～社会の授業での実践

（２）中学部～保健体育の授業での実践

（３）高等部～医療的ケアが必要な生徒の摂食（給食）指導の実践

食育グループの目的

・「食に関する指導の全体計画」の周知と指導の充実

・医療的ケアを必要とする児童生徒の給食指導の充実



食育グループの研究内容

１ 食に関する指導の全体計画







学習指導要領での位置づけ

第１章 総則

第２節 小学校及び中学部における教育の基本と教育課程の

役割

２（３）学校における体育健康に関する指導…特に、学校における食育の推進並び

に体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に

関する指導については、体育科、家庭科、及び特別活動の時間はもとより、

各教科、道徳＜外国語活動＞及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞ

れの特質に応じて適切に行うよう努めること…

第６節 学校運営上の留意事項

などに食育に関する記載がある



食育グループの研究内容

２ 摂食機能評価表の目標と内容について





食育グループの研究内容
３ 各学部の各教科等における食に関する

指導の実践研究

（１）小学部の実践

準ずる教育課程の児童（小学部５年生）

社会科 単元名「これからの食料生産と私たち」



「食育の視点」
食に関する指導の全体計画か
ら、小学部の目標を「食育の
視点」として盛り込む。





食育グループの研究内容
３ 各学部の各教科等における

食に関する指導の実践研究

（２）中学部の実践

中学部１～３年生（Aグループ）

保健体育科

単元名「心身の発達と心の健康」



「食育の視点」
食に関する指導の全体計画か
ら、中学部の目標を「食育の
視点」として盛り込む。





食育グループの研究内容
３ 各学部の各教科等における食に関する

指導の実践研究

（３）高等部～医療的ケアが必要な生徒の摂食（給食）指導

の実践

高等部１年生

自立活動 給食の経口摂取と給食のミキサー食注入



食育グループの研究内容
３ 各学部の各教科等に

おける食に関する
指導の実践研究

（３）高等部～医療的ケアが

必要な生徒の摂食（給食）

指導の実践

高等部１年生

自立活動

給食の経口摂取と

給食のミキサー食注入















研究のまとめ
「食に関する指導の全体計画」を日々の授業にどう生かすのか。

①各教科の年間指導計画→

食に関する指導の目標に関連する単元

単元計画に「食育の視点」を盛り込む

指導略案に「食育の視点」に関連した内容を記載する

※教科の目標を達成させるため、その過程に「食育の視点」

として、本校の全体計画の目標を盛り込む。

「食に関する指導の全体計画」を日々の授業にどう生かすのか。

②自立活動 →

摂食機能評価表による目標、内容、手立て、評価

今後の課題

・他の教科における食育の指導の充実

・個別的な指導、相談における指導の充実



＜寄宿舎グループ＞



１ テーマ、仮説
テーマ ：「時間を必要とする課題の達成に向けて」
～日常生活の中でじっくりと課題に取り組む～
仮説 ：実践研究として１年間で達成の見通しの難しい課題について、時間をかけ取り組んで
いく。実態把握を行い、共通の理解のもと課題達成に向けて段階を追った指導として目標を設定し
統一した指導を行っていく。日々の様子観察から指導方法や内容が合っているか合っていないかの
確認をし、次の手立てや段階の移行までの時間を考えながらすすめていく。少しずつ段階を追って
積み重ねることで、時間はかかっても最終目標の課題の達成につながり、卒業後の生活に生かすこ

とができると考える。

２ 内容と経過
○男女棟毎のケース研究とする。
○対象舎生は、前年度在籍していた舎生各棟１名。
(理由)新年度早々、臨時休校となったこと。また、教育機能の利用の舎生は６月中旬からの利用と
なり、週に１、２泊のため実態把握の期間を十分確保することが難しいため。
○進め方
男女棟ごとに７月と９月は(1)～(6)、１１月は(7)(8)について話し合った。途中も随時話し合いを
行い、話し合いの記録を棟ごとにファイルにしてきた。
(1) 対象舎生の課題 (2) 実態把握 (3) 指導方法と内容、配慮事項の確認
(4) 指導中の記録：棟ごとのファイルに記録していく (5) 舎生の変容の確認
(6) 指導方法と内容の見直し (7) 舎生の変容の確認 (8) 今後目指すところについて



(1) 女子棟グループ

ア 課題について：「適切な言葉や動作でいろいろな人に意思要求を伝えることができるようにな
る」につい

て「何をしたいのか伝える。」「挨拶に答える。」に取り組む。

イ 舎生の実態：自分の要求や意思を単語のみで伝えようとする。挨拶やお礼の言葉を言うことは
できるが、

自から伝える場面が少ない。

ウ 指導方法と内容：①「～をお願いします」と言う。②単語のみの時は「どうしたいのか」を伝
えられる。

③「見たい」と言ったDVDは最後まで見る。④言葉が出るまで『待つ』。指導を行った。４年
間の日常生

活指導の経過と今年度の実態を踏まえ、職員側の対応を統一することで、舎生の変化を女子棟
で確認しな

がら、全体での共通理解を図ってきた。
男子棟の職員には、具体的な指導方法を提示し日常生活指導の中で統一した対応による協力を

お願いした。



エ 指導していく上での配慮：①やりたいことの保障。②気持ちを察すること。③予告はしすぎな
い。

オ 舎生の変容：挨拶の返しが早くなった。新しい職員とのコミュニケーションが取れるように
なった。気持ちの切り替えが早くなった。登校時の短い会話が成立するようになってきた。な
どの成長が見られた。

変容の要因として、４年間、家庭や寄宿舎生活で培われてきた経験に加え、週２回のリハビ
リ通院による 新たな人や場所でのつながりが増えたことがあげられる。また、指導方法の４点
を男女棟職員で押さえたこと。舎生が混乱せずに日常生活が送れるよう､配慮の３点を徹底した
ことも変化の一つと考えている。

カ 今後の目指すところ：寄宿舎での取り組みとして、卒業後の生活に繋がる指導を意識して行っ
てきた。支援を受けながら生活を送る上で、お互いにストレスなく生活することが望ましい。
そのためには支援者に理解してもらえる発信として、①本生の特性や好きなこと、できること､

できそうなことを伝え、②本人が 伝える手段としての「言葉」の必要性を感じ、自分から伝え
られるようになることが必要であると考えている。



(2) 男子棟グループ
ア 課題について：「自分から誰にでも挨拶できるようになる」について「誰にでも挨拶できるよ

うになる」ことに取り組んだ。

イ 舎生の実態：自分からの挨拶は難しいが、相手からの挨拶に応えることができる。ヒントを出
すなどきっかけがあると挨拶ができる。あらたまった場面や時間、場所、相手との関係性により
挨拶をすることが難しくなることがある。視覚的効果の利用が効果的である。ほめられたいとい
う気持ちがある。

ウ 指導方法と内容：①相手からの挨拶に応える。②挨拶の必要性、大切さを粘り強く伝えていく。
を重点に進める。舎生が見てわかるようにシールなどを利用し、称賛し意欲を高められるように
していく。
基本の挨拶を「おはようございます。」「ただいま」など９つに絞り、①挨拶を行い返してく

るのを待つ。
②挨拶ができなかったら短時間待つかヒントを出す。③できたらほめる。を繰り返し行い、非常
勤職員、寮務主任、舎監にも統一した対応をとってもらう。舎室担当職員は、「一番は自分から
挨拶ができること」「挨拶は基本的な関わりであること」をその都度教え、挨拶はほめられるた
めではなく人間関係の基礎であることを本人に粘り強く説明し、シールなどは徐々にやめること
を伝えていく。



エ 指導していく上での配慮：①挨拶の場面が長くならないようにする。②挨拶ができない場合は
その場の空気感を変える。緊張をほぐしていく。③挨拶ができるまで待つ。

オ 舎生の変容：取り組む中でできたことが評価され学校散歩での挨拶も評価されたことで、挨拶
をするまでの時間も短縮されてきた。また、突発的に「自分からの挨拶」が徐々に増えてきて、
「はい」の返事や依頼、お礼にも良い影響が出てきた。シールなどをやめるときも、やめるこ
とを伝え続けてきたことにより、スムーズに受け入れることができた。さらに挨拶をすること
に、「自信」が付いてきたことで他の人に対する「優しさ」を表出できるようになってきたと
感じる。

カ 今後の目指すところ：卒業後の進路先に寄宿舎での取り組みを伝えて舎生理解を図りたい。舎
生には、一言伝えるだけで相手とのコミュニケーションになり、相手から不安視されないこと
を今後も伝えていく。難しいかもしれないが、「自分から要求を伝えられる」ようになっても
らいたいと考えている。



３ 研究の成果と課題
(1) 成果
１年間で達成の見通しの難しい課題に注目した取り組みは段階を追った指導として、女子棟は指

導方法を一つずつ確認していく取り組み。男子棟は見通しの難しい課題の一部を変更することで、
少しでも解決が可能な課題への取り組みを行った。
指導する際は、ＰＤＣＡのサイクルで進めることにより、その都度実態の確認、指導方法や内容

が合っているか変えた方が良いのかの確認、次の指導の方向性を確認し指導していくことに根拠を
持たせることができた。
各棟内では統一した指導や対応をとり、互いの棟の職員や非常勤職員にも指導方法や内容、配慮

することを具体的に明確に示したことにより、共通理解がなされ協力して取り組むことができた。
対象の舎生は実態より自分の要求を伝えられるため、「自分の考え」を持っていることがわかる。
取り組みでは、「伝える」ことについて「～をしてください」と伝え方を教えることにより『自分
は』『何を』『どうしたい』と伝え方を覚えながら伝わった経験を重ねることができ、「自分の考
えを伝えよう」としてきている。自分の考えを伝えることで、他者とのコミュニケーションを図る
ことができ、「自分の考えを元に職員へ相談や確認をしながら、どのように生活をしていくかを考
えられる」ようになってきている。
取り上げた２事例とも、時間を必要とする課題に対して段階的な取り組みを行ったことにより成

果を上げることができた。これは、指導する内容を絞り、職員が共通理解し統一した指導や関わり
をもったことが大きいと考えられる。



(2) 課題
寄宿舎は個別の指導計画に沿って１年で到達可能な課題を目標として日々の指導を行っている。

研究のテーマとして取り上げた「時間を必要とする課題」は、個別の指導計画の目標への指導に埋
もれてしまいがちになってしまうことが課題となっていく。また、教育機能の活用による入舎生に
ついては、１年間の入舎のため目標がはっきりしている。そのため課題としてあがらないことも考
えられる。
(3) 今後に向けて
個別の指導目標の取り組みに埋もれてしまいがちな課題があることもわかったが、職員が共通理

解し取り組んだことで、課題の達成までの道筋を考え教え積み重ねていけることもわかった。また、
教育機能の活用による舎生の卒業後を考えると、目標以外の課題についても達成までのプロセスを
学級担任や保護者と考えてその時にできる指導はあると考えられる。
埋もれてしまわないように課題を評価するときに、少しずつでも達成が可能となる課題へと変え

ていくことを含めて考えたり、卒業後の生活へつなげられる取り組みを引き継いだりすることで、
１年間で達成の見通しの難しい課題の達成へつなげられると考える。



まとめ

1.＜今年度のまとめ＞

2.＜2カ年のまとめ＞

3.＜次年度の方向性＞



1.＜今年度のまとめ＞



①単元指導計画の書き方が分かる。
→単元指導計画の様式決定（全校共通）

②３観点に沿った評価ができる。
→分かりやすい、簡単

③授業作りにおいて
工夫すべきこと、配慮すべきこと
が分かる。

④次年度の年間指導計画の見直し、
指導すべき内容の修正

◎単元計
画様式
の決定

◎指導すべき
内容の修正

◎指導の工夫
に関する評価

＜今年度の研究のまとめ＞



●本単元にかか
わる情報

先生方からの
意見①を受けて

修正





●児童生徒の評価・・・・・「学習評価」
●教師（授業者）の評価・・「授業評価」



●児童生徒の評価・・・・・「学習評価」
●教師（授業者）の評価・・「授業評価」

枠はこのまま
使用!!



➀教務部と連携し、単元計画（案）を作成

②各教科の研究グループに使用してもらい、意見集約

③教務部と連携しながら、修正

④全校に提案（教務部） ⇒１２／８

⑤次年度から使用

＜単元計画（様式）作成スケジュール＞

意見②

意見①



単元指導計画について
・12,8に全校研究会を実施。
・説明、意見・質問をきくためのアンケートの実施

不安がある
うまく記述できるか？
負担が増えるのでは？

記入の仕方について、
十分に理解できていない

具体例があると良い
・・・などの声をいただいた

評価規準の立て方などについて
研修の場が必要

意見②



次年度、引き続き意見集約しながら、課題解決を目指していく

不安がある
うまく記述できるか？
負担が増えるのでは？

記入の仕方について、
十分に理解できていない

具体例があると良い

評価規準の立て方などについて
研修の場が必要

外部講師による研修会
※内容についてアンケート実施済み

・授業実践を通して、手順の定着を図る。
・中間報告を実施し、他のグループにつ
いても知る。

・教務部に質問、確認しながら行う。

グループ研究の時間を作成に当てるの
もあり。

先生方の要望を聞きながら複数回の実施

意見②

４／２６
予定、

Zoom

準ずる教育課程の教科指導

※指導計画、評価規準⇒指導書に掲載



＜今年度の研究のまとめ＞

①単元指導計画の書き方が分かる。
→単元指導計画の様式決定（全校共通）

②３観点に沿った評価ができる。
→分かりやすい、簡単

◎単元計
画様式
の決定

★様式は１２／８に提案し
たものを使います。
※次年度も引き続き意見集
約しながら研修を進める。

※評価規準の立て方につい
ては、研修を設定します。

【全校共通の様式（メリット）】
●学部が変わっても困らない。
●全校が同じ項目で検討できる。
※共通項目（必要最小限）を
確認することができた。

③授業作りにおいて
工夫すべきこと、配慮すべきこと
が分かる。

④次年度の年間指導計画の見直し、
指導すべき内容の修正

◎指導すべき
内容の修正

◎指導の工夫
に関する評価



①単元指導計画の書き方が分かる。
→単元指導計画の様式決定（全校共通）

②３観点に沿った評価ができる。
→分かりやすい、簡単

③授業作りにおいて
工夫すべきこと、配慮すべきこと
が分かる。

④次年度の年間指導計画の見直し、
指導すべき内容の修正

◎単元計
画様式
の決定

◎指導すべき
内容の修正

◎指導の工夫
に関する評価

＜今年度の研究のまとめ＞



授業全般
自立活動教諭グループからの視点



自立活動教諭グループからの視点









授業全般
自活教諭グループからの視点

作ったもの（研究の成果）を
活用しましょう!!



各教科



各教科



各教科



各教科



＜今年度の研究のまとめ＞

①単元指導計画の書き方が分かる。
→単元指導計画の様式決定（全校共通）

②３観点に沿った評価ができる。
→分かりやすい、簡単

③授業作りにおいて
工夫すべきこと、配慮すべきこと
が分かる。

④次年度の年間指導計画の見直し、
指導すべき内容の修正

◎単元計
画様式
の決定

◎指導すべき
内容の修正

各教科Gで出された、
「工夫すべきこと・
配慮すべきこと」

↓
まとめ、次年度活用で
きるものにする。
※真駒内スタンダード
（授業作り）

授業づくりで「工夫すべきこと・
配慮すべきこと」

１．授業全般
２．教科ごと
※いずれも暫定版
⇒次年度以降：修正・簡略化あり

作ったもの（研究の成果）を
活用しましょう!!

◎指導の工夫
に関する評価



＜今年度の研究のまとめ＞

①単元指導計画の書き方が分かる。
→単元指導計画の様式決定（全校共通）

②３観点に沿った評価ができる。
→分かりやすい、簡単

③授業作りにおいて
工夫すべきこと、配慮すべきこと
が分かる。

④次年度の年間指導計画の見直し、
指導すべき内容の修正

◎単元計
画様式
の決定

◎指導すべき
内容の修正

◎指導の工夫
に関する評価

「指導すべき内容」
の修正は次年度へ。

※別グループで設定。

※年間指導計画から
整理、修正を行う。



2.＜２カ年計画のまとめ＞



【研究主題】

根拠のある学習評価を目指して
～日々の授業と教育課程の改善をつなげるための仕組みをつくる～

２年目／２カ年計画

授業改善

②自立活動
グループ

①教科
グループ

③別グループ



【各教科の指導すべき内容】

A 学習内容構成表の作成

C 指導すべき内容の整理

B 教科の内容の発展・関連図
の作成

個別の指導計画の目標設定
年間指導計画の見直し

最終報告

中間報告

現在ある年間指導計画の
チェック

小学部１段階

～中学部２段階の整理

学習指導要領

学部をこえた系統性

①教科
グループ

１／２



【各教科の指導すべき内容】

A 学習内容構成表 C 指導すべき内容

B 教科の内容の発展・関連図
現在ある年間指導計画の

チェック

小学部１段階

～中学部２段階の整理

学習指導要領

活用

参考

①教科
グループ

１／２



●指導すべき内容
※知的小1段階～3段階、中1段階～2段階 系統性
※音楽、図工・美術、体育、生活、理科、社会、国語、
算数・数学、高等部合わせた指導【生活単元学習】

・学習指導要領を読む機会となった。（現在元年度の年計をもとに検証）
・学習グループが同じであっても、児童生徒の実態に応じて目標が異なることを押
さえた。

★２年度の年計に反映させるものにならなかった。

【各教科の指導すべき内容】
①教科
グループ

１／２

実践しながら修正!!



＜2年目／２カ年計画＞

①単元指導計画の書き方が分かる。
→単元指導計画の様式決定（全校共通）

②３観点に沿った評価ができる。
→分かりやすい、簡単

③授業作りにおいて
工夫すべきこと、配慮すべきこと
が分かる。

④次年度の年間指導計画の見直し、
指導すべき内容の修正

◎単元計画様式
（全校統一）の
決定

◎指導すべき
内容の修正

◎授業づくりで「工夫すべきこと・配慮
すべきこと」（５つの視点）表

⇒真駒内のスタンダード（暫定版）

【全校共通の様式（メリット）】
●学部が変わっても困らない。
●全校が同じ項目で検討できる。
※共通項目（必要最小限）を
確認することができた。

①教科
グループ２／２

【次年度】
◎別グループで

設定



【自立活動における学習評価】
A 自立活動実態表の作成

授業・指導実践

B 活動分析表の作成

学習評価

次年度の目標設定

自活教諭との連携

記録の累積

複数で評価

生活年齢、発達年齢

課題関連図

②自立活動
グループ
１／２

変容を
「自立活動実態表」

に記載



A 自立活動実態表の作成

授業・指導実践

B 活動分析表の作成

学習評価

次年度の目標設定

・自立活動実態表を作成すること
で手順が見える。

記録の累積を行うことで、
複数の目により評価ができる。

児童生徒の実態に応じて工夫す
る必要がある。

全校で「自立活動実態表」を
作成し、自活教諭との連携のも
と進める。

②自立活動グループ１／２
【自立活動における学習評価】



A 自立活動実態表の作成

授業・指導実践

B 活動分析表の作成

学習評価

次年度の目標設定

②自立活動グループ２／２
【自立活動における学習評価】

(1)自立活動実態把握表の記入

方法、及び目標の設定までの

流れについて

(2)自立活動実態把握表記入例

を作成

自立活動教諭
グループ



時間、及び生活場面での

指導目標

(1)自立活動実態把握表～記入方法について

目標設定の根拠

目標設定までの
流れ・整理

実態



数年後・高等部卒業
のイメージ

(1)自立活動実態把握表～目標設定までの流れ

評価時期に変化点等について追記・修正、次年度の目標を設定

自立活動の時間・生活場面での指導目標を設定

昨年度までの経過・
自立活動における
学びの履歴

現在の実態

・個別の教育支援計画における支援の目標(長期)とのつながり
・各学部段階における目標設定のポイント

小：日常生活動作の獲得に向け、
集団生活の中で必要な力をつける

中：２次成長期を考慮､日常生活を自分でできるための工夫
高：卒業後生活を見据える

学習の有効な手立て、
積み重なったこと、難しかったこと

疾患から考えられる
特性や特徴

目標設定の根拠

*複数の視点
（自活教諭との連携・
複数の職員との作成)

*記録の累積

実態の整理・課題の焦点化

～ポイント～

「課題関連図」は
有効な方法の一つ



【自立活動における学習評価】
A 自立活動実態表の作成

授業・指導実践

B 活動分析表の作成

学習評価

次年度の目標設定

自活教諭との連携

記録の累積

複数で評価

生活年齢、発達年齢

課題関連図

②自立活動
グループ
２／２

変容を
「自立活動実態表」

に記載

・目標の設定まで

の流れ

・目標設定のポイ

ント

・自立活動実態把

握表記入例

追
加



参考資料１「課題関連図」



【小１グループ】

参考資料２－１「活動分析表」



【小４グループ】 【中1グループ】 【訪問グループ】

参考資料２－２「活動分析表」



【高1グループ】

参考資料２－３「活動分析表」



3.＜次年度の方向性＞



【次年度（令和3年度）の実践研究（案）】1年延長

研究主題

「根拠のある学習評価を目指して」

～学習評価及び授業評価を次の計画につなげる～（新規）

令和１～２年度
と同様



★次年度、同じ主題で実践研究を実施し、課題解決を目指していく

不安がある
うまく記述できるか？
負担が増えるのでは？

記入の仕方について、
十分に理解できていない

具体例があると良い

評価規準の立て方などについて
研修の場が必要

外部講師による研修会
※内容についてアンケート実施済み

・授業実践を通して、手順の定着を図る。
・中間報告を実施し、他のグループにつ
いても知る。

・教務部に質問、確認しながら行う。

グループ研究の時間を作成に当てるの
もあり。

先生方の要望を聞きながら複数回の実施

１年延長
の理由 意見②



～日々の授業と教育課程の改善をつなげるための仕組みをつくる～（令和１～２年度)

⇒手順、仕組み（以下に示すように）は確認できた。

２，自立活動の指導：
自立活動実態表→活動分析表（工夫が必要）→自立活動実態表

１，教科の学習：単元指導計画

➀単元のねらい・評価規準の設定 ★研修が必要

②授業の構成

③学習評価（個別の評価・個別の有効な手立て）

④授業評価（５つの視点）

サブテーマを変更します!!

次の計画に

つなげる

しかし・・・一部のグループが活用しただけ・・・
みんなが使えるものになっていない・・

手順の定着を!!

みんなが活用!!
授業実践
して検証



「授業改善」※各グループ発表イメージ

★どんなねらいをもって行ったか？

★どんな授業を行ったか？

★学習評価：児童生徒ができるようになったことは何か？

学習指導要領・複数の目で

教科の場合・・観点別評価（資質能力３観点）

個別の有効な手立ては何か？
・・次の学習へ反映or他の学習へ反映

★授業評価：授業でどんな工夫をしたか？どんな配慮をしたか？
・・次の学習へ反映。次年度の学習へ反映

根拠

重要



＜教科グループ＞
知的代替の教育課程の
児童生徒の「教科の学習」

＜令和3年度 研究グループの編成＞

●音楽
●図画工作・美術
●体育
●生活・理科・社会
●国語
●算数・数学
※小ー 中ー 高の串ざしグループ

＜自立活動グループ＞
自立活動中心の教育課程の児
童生徒の「自立活動の学習」

※小ー 中ー 高の串ざしグループ

自立活動実態表や課題関連図を活用し、
児童生徒の目標設定や学習評価を「複
数の目で」行い、授業実践、授業改善
を行う。

＜別グループ＞
本校の課題に応じたグループ
●訪問 ●寄宿舎
●小中指導すべき内容整理 ●高等部指導すべき内容整理

L字構造

(個別性、系統性)

課題関連図授業づくりの5つの視点

ICTを活用した学習機会

ICTを活用することで、
児童生徒の学習の機会
をどのように広げるこ

とができるか。
先生方が考える1年に!!



★研究で作ったものを活用
今年度の成果（授業作りで「工夫すべきこと・配慮すべきこと」）

★先生方が不安なところを補う研修
⇒単元のねらい、評価規準の立て方等の研修

★手順の定着を図る

実践研究を通して
目指すこと!!

年度末反省、
アンケート集約

等から

★先生方の実践を集約（集録）

★授業の工夫やアイデアを出し合う研修
をメインにする（主体的な研修）



【教科】

観点別の評価（資質・能力）→自信を持って評価できる。

【自立活動】

記録の累積、複数で評価→自信を持って評価できる。

（根拠、妥当性）

P D C A
※学習評価、授業評価を行うことで→サイクルを機能させる。

（カリキュラムマネジメントの充実）

実践研究を通して
目指すこと!!



【令和3年度 真駒内養護学校の実践研究】

研究主題

「根拠のある学習評価を目指して」

～学習評価及び授業評価を次の計画につなげる～

２年目／２カ年計画

１年延長
（３年目）



研究部

教務部

全体への説明（記入内容・記入
例、等）

単元指導計画の様式の修正

助言

質問・意見

・グループ研究の推進・運営

研
究
グ
ル
｜
プ

・単元指導計画の様式
を使い研究授業

・グループ内での研究
授業（動画等）

・単元指導計画の様式
への意見・質問の集約

・研究のまとめ、全体発表

・単元指導計画に関する研修
計画の立案・実施

・研究集録作成・HP掲載

単元指導計画の様式の修正
※必要に応じて

研究グループへの単元指導計画
についての説明

＜関係部署との役割分担＞

＜本校の課題に応
じた別グループ＞

訪問学級
寄宿舎

自立活動教諭

質問・相談

助言

＜研修会や北肢研
などでの支援＞

情報教育部

外部講師

依頼

管理職

依頼



４月 ５月～６月 ７月 夏季休業 ８月～１１月 １２月～１月 ３月

全校研究会
（外部講師
を予定）

研究グループの
提案

各グループで単
元計画の作成

各グループで単
元計画の作成

研究授業①
（動画視聴）

全校研究会
（外部講師
を予定）

各グループ
中間報告

→研究部通信で

行う。

各グループで単
元計画の作成

研究授業②
（動画視聴）

研究報告会
⇒グループ研修報告

（２日日程）

全校研究の
まとめ①

全校研究の
まとめ②
（今年度の研究のま
とめ、次年度への
方向性）

＜研究日程目安＞

・評価規準の記入の仕方
・学習評価（特別支援・知的）についての概要
・単元計画の作り方
（内容のまとまりごとの評価規準から単元の評価規準（各教科）を作成するポイント）
（評価の計画の考え方、評価の仕方）
（個別の評価規準と単元の評価規準の関係）など

北肢研の会場校に当たるため、研究授業を実施
※オンラインでの場合は動画で発表。

北肢研研究授業にむけて研究グ
ループの選定、依頼

次年度の研究テーマにかかわる
アンケート実施

オンラインの場合

北肢研本番



【データ保管場所】

自立活動実態表 活動分析表 研究集録

学習内容構成表
各教科の内容の
発展・関連図

指導すべき内容

●データ保管場所

文書データ→研究部（授業作り、活用できるデータ等）

授業づくりで
「工夫すべきこと・配慮すべきこと」

授業全般

授業づくりで
「工夫すべきこと・配慮すべきこと」

各教科

令和2年度末自活教諭
グループ

課題関連図
令和２年度研究
集録データ追加


